
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初夏を思わせるような好天が続いています。校長室からは体育の時間にグランドを懸命に駆けている

子ども達の姿が見られます。地区運動会に向けて気持ちが高揚している様子が感じられます。 

統合して３年目。今年の運動会は、三つの地区が一緒になって、平田小のグランドで競い合うことが

できるようになりました。統合初年度までは、それぞれの地区が「それぞれ」のやり方で長年行ってき

ました。「それぞれ」のやり方が「これから」のやり方になっていくためには、様々な課題があったこ

とと思います。種目の数や内容、組み分けの仕方、組毎の色、会場の配置図、さらには参加のための交

通手段や用具の手配、予算等々･･。複雑に絡み合った糸をほぐすように一つ一つ丁寧に話し合いながら、

解決してこられた担当の皆様のご苦労に感謝申し上げます。 

全校児童が一緒に運動会に出られることで、子ども達も気合いが入っているように見えます。学校と

地域が、一緒に地域最大の行事に参加し、同じ感激を味わいながら地域の親睦や活性化を推進できるこ

とは本当にありがたいことだと思います。また、３地区合同の運動会は、今年が初年度でもあります。

初めてのことですので、次年度以降に向けた課題や提案も出てくることと思います。学校統合同様に、

「新しい運動会」の姿をともに追及できれば幸いです。地域の皆様におかれましても「我が家には小学

生がいないから」と遠慮なさらず、これからの地域づくりを担う子ども達や、若い世代の方々からたく

さんのパワーをもらっていただければと思います。遠慮なさらず、テントから大きな声援を送っていき

ましょう。地区の皆様一人ひとりがチームメイトです。 

        

＊＊石拾いボランティア＊＊ 
 

グランドに小石がたくさん転がっていました。運動会前ということで、石拾いをすることにしました。

当初は健康･ボランティア委員会で行う予定でしたが、広いグランドで、

限られた人数です。そこで、木曜日のロング昼休みに、石拾いのボランテ

ィアを募りました。すると１～６年生までの多くの子ども達が参加しまし

た。週に１回の子ども達が楽しみにしている時間です。しかも暑い中でし

たが、黙々と石を拾っている姿は、平田小の子ども達らしいところです。

できるだけいいグランドにして、事故のないようにしていきたいと考えて

おります。 



  山形県第６次教育振興計画 

及び酒田市教育振興計画について 
 

 

 

 

すでに報道されているように、地方教育行政法の改正にともない、５月１８日に県の教

育総合会議（座長：吉村県知事）が開催され、今後５年間の「教育、学術及び文化の振興

に対する大綱」が策定されました。「郷土史愛を育む教育の推進」「生命の敬称の大切さ

に関する教育の推進」などの基本方針があげられております。また、今後１０年間の教育

行政の指針となる「第６次や加賀か点教育振興計画」も策定されました。こうした県の動

きを受け、５月２５日、酒田市でも酒田市総合教育会議（座長：本間市長）が開催され、

「酒田市教育振興基本計画後期計画」が承認されております。 

第６次教育振興計画では、「人間力に満ちあふれ、山形県の未来をひらく人づくり」を

目標に、「つなぐ～いのち、学び、地域～」のテーマが掲げられています。 

めざす人間像として 

○「いのち」をつなぐ人:自分の存在や   

生き方を大切にし、同時に他者の生命  

や生き方を尊重する人。先人から自分 

へと受け継がれてきた生命の縦糸を 

次の世代につなげていく人 

○学び続ける人:学び続けることを通し 

て、知徳体を磨き、自ら考え、主体的 

に判断する力と、変化や困難に直面し 

ても柔軟かつ的確に対応できる、しな 

やかに生きぬく人。 

○地域とつながる人:地域コミュニティ 

の一員として、地域に積極的に参画し 

続け、地域の未来をきりひらいていく 

人。郷土を愛し、様々な形で地域とつながり続ける人。 

 

そして、「広い視野と高い志を持って」という基本姿勢においては「夢や希望を持って

その達成に向け行動していく姿勢。地域の窓から世界を見るなど、広い視野で物事を考え

ること、更なる高みや新しい価値の創造に果敢に挑戦する意欲、困難を乗り越えようとす

る強い意思を持つこと」とされています。 

本校の教育目標にも「高い志を持ち、たくましく生きる子どもの育成」に込められてい

る思いでもあります。県や市の施策を受けながら、学校教育目標の達成に向けて、学習は

もちろんですが、自然教室や地域めぐり、修学旅行等々、様々な教育活動を計画しており

ます。その時々の子どもの成長や課題、変容についてもその都度皆様にお伝えしていきた

いと考えております。 

  


